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広
島
採
用
コ
ン
ソ
ー

シ
ア

ム
（
西
区
横
川
町 、

本
部
事

務
局
11

®
イ
ン
タ
ー

ロ
ジ
ッ

ク）

は
23
日 、

就
活
を
終
え

て
4
月
に
広
島
の
地
元
企
業

に
入
社
し
た
ば
か
り
の
新
入

社
員
約
60
人
が
一
堂
に
会
す

る
イ
ベ
ン
ト

「
広
島
ニ
ュ
ー

フ
エ
イ
ス
サ
ミ
ッ
ト」

を 、

T
K
p
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
p

R
E
M
I
U
M
広
島
駅
前

（
南
区
大
須
賀
町）

で 、

全

国
初
開
催
す
る 。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は 、

新
入

社
員
た
ち
が
就
職
活
動
の
実

体
験
を
公
表
し 、

広
島
の
就

活
に
お
け
る
正
し
い
情
報
発

信
す
る
こ
と
を
目
的
に 、

意

見
交
換
を
行
う
も
の 。

就
職

活
動
真
っ

只
中
の
大
学
4
年

生 、

こ
れ
か
ら
活
動
を
開
始

す
る
大
学
l
s
3
年
生
に
向ま

で
も
緑

豊
か

に
愛

さ
れ

る
場

所
で

-
l

ぁ
っ

て
ほ
し
い」

と
話
し
た 。

同

R
C
で
は 、

今
後
も
地
球
環

境
保
全
を
目
的
と
し
た
活
動

を
租
極
的
に
展
開
し
て
い
<

と
し
て
い
る 。

広
島
西
南
R
C
（
室
崎
雅

宣
会
長
11
ヒ
ロ
セ
キ
社
長）

は
先
月 、

包
ヶ

浦
自
然
公
園

（
廿
日
市
市
宮

島
町）

で
八
重

桜
の
手
入
れ
を

行
っ
た 。

八
重
桜
は
22

年
前 、

同
R
C

の
創
立
10
周
年

を
記
念
し
て
植

八
重
桜
の
手
入
れ

パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
展

I , . 

,.I . . 
• 一｝

;:. ・·-
.• -,、 -·. .. •. •• • • .  :.. • ·...,,

け
て 、
「
最
高
の
就
活」

を
テ

ー
マ
に
自
ら
の
就
職
活
動
で

一

番
苦
労
し
た
こ
と 、
一

番

上
手
く
い
っ
た
こ
と
な
ど 、

生
の
声
で
意
見
交
換
し
公
表

す
る 。

大
学
生
は
新
入
社
員

に
直
接
質
問
で
き
る 。

基
調
講
演
は 、

グ
ー

グ
ル

の
ブ
ラ
ン
ド

マ
ー

ケ
テ
ィ
ン

グ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

の
山
本
裕

介
氏
を
招
き 、
「
自
律
的
な
働

き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
ヒ

ン
ト」
を
話
し
て
も
ら
う 。

同
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
で
は 、

超
売
り
手
市
場
と
言
わ
れ
る

今 、

学
生
と
企
業
の
相
互
に

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
な
い
就
職
．

採
用
を
実
現
す
る
た
め
の
情

報
発
信
と
提
言
を
目
的
に
開

催
す
る 。

参
加
対
象
は
大
学

生
・

大
学
院
生
で 、

費
用
は

無
料(
W
E
B
で
申
込
要） 。

樹
し
た
も

の 。

毎
年

こ
の
時
期

に
施
肥
や

除
草
作
業

等
を
行
っ

て
お
り 、

.、
今
年
は
30

-》 ，‘
人
の
会
員

一

が
集
ま
っ
た 。

昨
年
は
過
去
最
高
と
な
る

4
5
6
万
5
7
3
2
人
が
来

島
し
た
宮
島 。
同
R
C
で
は 、

3
年
後
に
迎
又
る
創
立
35
周

年
に
向
け 、

市
民
の
憩
い
の

場
に
ふ
さ
わ
し
い
幣
備
を
検

討
し
て
い
る
と
い
う 。

広
島
県
立
美
術
館
（
中
区

上
織
町）

で
「
ボ
ス
ト
ン
美

術
館

パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
展

時
代
を
映
す
女
性
た
ち」

が

開
催
さ
れ
て
い
る 。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館（
米
国）

が
所
蔵
す
る
作
品
の
う
ち 、

c

 

異
業
種
交
流
会
の
広
島
ビ

ジ
ネ
ス
倶
楽
部
（
新
宮
勝
則

代
表
世
話
人
11

®
ガ
レ
ー

ジ・
ケ
イ
ア
ン
ド

ケ
イ
社
長）

は 、

今
年
3
月
に
愛
媛 、

そ

し
て
先
月
は
三
重
で
も
発
足

し 、
拡
が
り
を
見
せ
て
い
る 。

同
倶
楽
部
（
広
島）

は 、

2
月
現
在
2
4
4
社
の
加
盟

を
有
す
る
県
内
で
も
最
大
規

模
の
異
業
種
交
流
会
と
な
っ

て
い
る 。

た
だ
の
名
刺
交
換

に
と
ど
ま
ら
ず 、

互
い
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
知
恵
や
工

夫
を
出
し
合
い
切
磋
琢
磨
し

て
い
る
の
が
特
徴 。

年
に
一

度
の
大
感
謝
祭
や
毎
月
の
月

例
会 、

ゴ
ル
フ
や
釣
り
の
同

好
会 、

5
つ
の
委
員
会
で
構

成
さ
れ 、

出
席
要
件
な
ど
を

定
め
て
幽
霊
会
員
が
少
な
く

参
加
密
度
が
高
い
の
も
特
徴 。

愛
媛
や
三
重
は 、

新
宮
代
表

パ
リ
の
女
性
に
関
す
る
作
品

を
公
開 。

印
象
派
の
画
家
ド

ガ
や
ル
ノ
ワ
ー

ル 、
マ
ネ
の

絵
画
の
他 、

ド
レ
ス
等
も
展

示 。

18
S

20
世
紀
に
か
け
て

変
化
す
る
生
活
様
式
や
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る 。

会

場
入
り
口
付
近
に
撮
影
コ
ー

ナ
ー

を
設
置
し 、

展
示
と
合

わ
せ
て
当
時
の
パ
リ
の
雰
囲

気
を
味
わ
え
る 。

6
月
10
日

ま
で 。

会
期
中
無
休 。

憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

3
日
の
憲
法
記
念
日
に
全

国
1
6
0
会
場 、

県
下
9
会

場
で
開
催
さ
れ
た
「
憲
法
フ

ォ
ー

ラ
ム」 。
広
島
第
3
選
挙

区
は
安
佐
南
区
民
文
化
セ
ン

タ
ー

で
実
施
さ
れ 、

衆
議
院

議
員
河
井
克
行
氏
が
「
38
度

線
が
対
馬
海
峡
に
下
り
て
く

る
日
i

憲
法
改
正
が
日
本
を

変
え
る
S」

の
演
題
で
講
演

し
た 。

以
下
要
約 。

北
朝
鮮
の
ト
ッ
プ
が
何
故

急
に
対
話
へ
舵
を
切
っ
た
か 。

そ
れ
は
ー

本
当
に
攻
撃
す
る

か
も
し
れ
な
い
米
軍
に
対
す

る「
恐
れ」 、

国
連
安
保
理
の

決
議
に
よ
る
経
済
制
裁
へ
の

「
焦
り」 、

危
険
な
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
存
在
す
る
今
を
耐

え
れ
ば
20
S

30
年
先
に
は
…

と
い
う
「
た
＜
ら
み」

が
根

．
底
に
あ
る 。

韓
国
の
北
朝
鮮

に
対
す
る
警
戒
感
が
薄
れ 、

北
主
報
に
よ
る
半
島
統一
が

実
現
し 、

経
済
が
豊
か
に
な

れ
ば
軍
備
を
拡
大 。

38
度
線

は
対
馬
海
峡
に
下
り
て
く
る 。

世
界
情
勢
は
め
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
る
が
日
本
国
憲

法
は
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い

ー
と 、

憲
法
改
正
の
重
要
性

を
訴
又
た 。

マ
マ
フ
ェ
ス
タ

子
育
て
真
っ

最
中
の
マ
マ

や 、

そ
の
家
族
連
れ
が
4
8

o
0
人
（
昨
年）
以
上
が
会

場
に
訪
れ
て
賑
わ
う
「
マ
マ

c

フ
ェ
ス
タ」 。

今
年
も
11
月

17
日
の
開
催
が
決
定
し
て
お

り 、

こ
の
ほ
ど
出
展
者
の
募

集
を
開
始
し
た 。

今
年
で
7
回
目
を
数
え
る

マ
マ
フ
ェ
ス
タ
は 、

女
性
が

子
育
て
や
働
く
こ
と
を
楽
し

め
る
社
会
の
実
現
を
願
っ
て 、

各
マ
マ
さ
ん
達
が
得
意
と
す

る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

の
子
供
服

や
雑
貨 、

ア
ク
セ
サ
リ
ー 、

ベ
ビ
ー

雑
貨 、
エ
ス
テ
な
ど

の
ブ
ー

ス
が
出
展
す
る
手
作

り
の
イ
ベ
ン
ト 。

会
場
は
中

区
基
町
の
N
T
T
ク
レ
ド
ホ

ー
ル
で 、

企
業
ブ
ー

ス
（
出

展
料
4
万
7
o
o
0
円） 、
個

人
ブ
ー

ス
（
同
1

万
7
o
o

0
円） 、

半
ブ
ー

ス（
同
9
O

o
0
円）

の
三
種
類
で
l
o

0
ブ
ー

ス
の
出
展
を
募
集
し

て
い
る 。

な
お 、

6
月
12
日
に
広
島

市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
で「
協
賛
出
展
説
明
会」

を
開
催
す
る 。

電
話
9
2
4

|
8
9
O
5°
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特
許
出
願
書
類
作
成
打

広
島
県
発
明
協
会

広
島
採
用口
弓
Al

が
全
国
初
開
催

新
入
社
員
が
大
学
生
に
本
音
語
る
談

広
島
ビ
ジ
ネ
ス
倶
楽
部

愛
媛
や
三
重
に
拡
大

の
本
業
で
あ
る
日
本
福
祉
車

輌
協
会
の
繋
が
り
か
ら
見
学

を
経
て
拡
が
り
を
見
せ
て
い

る 。

な
お 、

広
島
で
は
6
月

19
日
に
総
会
が
あ
る 。

（
一

社）

広
島
県
発
明
協

会
（
中
区
千
田
町
3
ー
13
ー

11)

は
29
日 、

知
的
財
産
セ

ミ
ナ
ー

「
特
許
出
願
書
類
作

成
セ
ミ
ナ
ー」

を
同
所
4
階

研
修
室
で
行
う 。

特
許
出
願
書
類
に
関
す
る

基
礎
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を 、

実
際
に
出
願
書
類
を
書
く
実

習
を
交
え
て
学
ん
で
も
ら
う

内
容 。

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を

実
務
・

指
羽
経
験
豊
富
な
弁

理
土
（
維
新
国
際
特
許
事
務

所
所
長 、

井
上
浩
氏）

が 、

丁
寧
に
説
明
す
る 。

受
講
料

は
一

般
で
1
万
6
o
o
0
円

（
税
別・
テ
キ
ス
ト

代
込
み） 。

電
話
2
4
1
|
3
9
4
0。

地域とともに
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